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１ 自 然 災 害 か ら 国 民 の 安 全 ・ 生 活 を 守 る 取 組 の 課 題  

1 . 1 国 民 の 安 心 ・ 安 全 確 保 の 課 題 ( 国 民 の 安 全 の 観 点 )  

 我 が 国 は 、 地 形 が 急 峻 で 全 国 的 に 脆 弱 な 地 質 が 分 布

し て い る な ど 、 大 規 模 な 地 震 災 害 が 頻 発 し 、 大 き な 被

害 を 受 け て い る 。 こ う し た 地 震 等 の 災 害 を 防 止 す る た

め に 、 社 会 資 本 ・ 住 宅 の 耐 震 化 ・ 防 災 ま ち づ く り の 推

進 が 必 要 で あ る 。  

1 . 2 災 害 予 測 ・ 情 報 共 有 化 の 課 題 （ 災 害 情 報 の 観 点 ）  

 地 震 や 自 然 災 害 に 備 え る た め に は 、 地 震 の 予 知 ・ 洪

水 氾 濫 予 測 が 必 要 で あ る が 現 時 点 で は 、 予 知 ・ 予 測 技

術 が 実 現 さ れ て い な い 。 今 後 、 人 工 衛 星 の 活 用 、 大 規

模 コ ン ピ ュ ー タ 活 用 、 河 川 氾 濫 シ ミ ュ レ － シ ョ ン な ど

の 予 知 ・ 予 測 の 研 究 開 発 の 推 進 が 必 要 で あ る 。  

1 . 3 迅 速 な 避 難 体 制 整 備 の 課 題 （ 避 難 体 制 の 観 点 ）  

 近 年 の 豪 雨 災 害 は 、 山 地 部 河 川 へ の 大 量 の 土 砂 ・ 流

木 の 流 入 、 中 小 河 川 に お け る 浸 水 被 害 が 発 生 す る な ど

発 災 時 の 迅 速 な 避 難 が 必 要 と さ れ て い る 。 迅 速 か つ 安

全 に 避 難 す る た め に は 、 河 川 氾 濫 ・ 土 砂 災 害 発 生 に 関

す る リ ア ル タ イ ム 情 報 の 提 供 ・ 広 報 が 不 可 欠 で あ る 。

こ れ に 対 応 す る た め に は 、 河 川 水 位 、 氾 濫 想 定 等 の 情

報 提 供 、 避 難 施 設 ・ 避 難 道 路 等 情 報 提 供 が 課 題 で あ る 。  

２ 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と そ れ に 対 す る 複 数 の 解 決 策  

2 . 1 最 も 重 要 と 考 え る 課 題  

 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 は 、 国 民 の 安 全 ・ 安 心 確 保 で

あ る 。 そ の 理 由 は 、 国 民 の 生 命 ・ 財 産 の 保 全 が 何 も の
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に も 替 え が た い 最 も 大 切 な も の だ か ら で あ る 。  

2 . 2 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 に 対 す る 複 数 の 解 決 策  

2 . 2 . 1 国 土 強 靭 化 ・ 防 災 ま ち づ く り の 推 進  

 国 民 の 安 全 ・ 安 心 を 確 保 す る た め 、 河 川 氾 濫 、 土 砂

災 害 、 地 震 等 の 対 策 等 の 国 土 強 靭 化 の 取 組 み 推 進 が 必

要 で あ る 。 各 種 の 社 会 資 本 は 、 供 用 後 5 0 年 を 経 過 し

て い る も の 割 合 が 年 々 高 く な っ て き て い る 。 こ の た め

予 防 保 全 的 維 持 管 理 及 び 長 寿 命 化 計 画 策 定 が 重 要 で あ

る 。 併 せ て 、 都 市 の 不 燃 化 、 耐 震 化 等 防 災 ま ち づ く り

を 推 進 し て い く 必 要 が あ る 。  

2 . 2 . 2 水 災 害 リ ス ク を 踏 ま え た 流 域 治 水 の 推 進  

 施 設 能 力 を 超 過 す る 規 模 の 洪 水 発 生 を 前 提 に し 、 流

域 の あ ら ゆ る 主 体 の 参 画 に よ り 、 災 害 が 発 生 し た 場 合

で も 人 命 が 失 わ れ た り 、 経 済 が 回 復 で き な い よ う な ダ

メ ー ジ の 回 避 が 重 要 で あ る 。 さ ら に 、 被 災 後 の 速 や か

に 復 旧 ・ 復 興 、 以 前 よ り も 災 害 に 強 い 地 域 づ く り の 推

進 が 必 要 で あ る 。  

2 . 2 . 3 防 災 ・ 減 災 の 取 組 み 及 び 危 機 管 理 訓 練 の 推 進  

 自 然 災 害 の 被 害 を 軽 減 し 、 早 期 に 復 旧 ・ 復 興 を 行 う

た め に は 、 都 市 の 脆 弱 性 を 認 識 し 、 避 難 体 制 の 強 化 が

必 要 で あ る 。 具 体 的 に 歯 、 住 民 の 主 体 的 避 難 力 を 支 え

る 仕 組 み の 構 築 、 防 災 情 報 の 充 実 や 迅 速 な 提 供 、 安 全

な 避 難 場 所 ・ 避 難 道 路 の 整 備 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 日

常 的 な 避 難 訓 練 や 危 機 管 理 演 習 が 必 要 で あ る 。  

３ 全 て の 解 決 策 を 実 行 し て も 生 じ う る リ ス ク と 対 策  
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3 . 1 全 て の 解 決 策 を 実 行 し て も 生 じ う る リ ス ク  

 解 決 策 を 実 行 し て も 生 じ う る リ ス ク は 、 コ ス ト が か

か る こ と 、 専 門 技 術 者 が 不 足 す る こ と で あ る 。  

3 . 2 解 決 策 を 実 行 し て も 生 じ う る リ ス ク へ の 対 策  

 解 決 策 実 行 で 生 じ う る リ ス ク へ の 対 策 の う ち 、 コ ス

ト が か か る こ と へ の 対 策 は 、 公 共 事 業 の 採 択 を 行 け る

こ と 、 P F I / P P P 等 の 民 間 資 金 を 活 用 す る こ と で あ る 。  

 専 門 技 術 者 が 不 足 す る こ と へ 対 策 は 、 建 設 業 界 以 外

の 業 界 か ら 労 働 者 を 雇 用 す る こ と 、 女 性 ・ 外 国 人 技 能

者 な ど を 雇 用 す る こ と 、 一 度 退 職 し た 高 齢 技 術 者 等 を

再 雇 用 ・ 活 用 す る こ と な ど で あ る 。  

４ 業 務 遂 行 に 当 た り 必 要 と な る 要 点 ・ 留 意 点  

4 . 1 技 術 者 倫 理 か ら 必 要 と な る 要 点 ・ 留 意 点  

 技 術 者 倫 理 の 観 点 か ら 必 要 と な る 要 点 は 、 技 術 士 倫

理 綱 領 の 遵 守 、 公 衆 の 安 全 、 健 康 及 び 福 利 の 最 優 先 で

あ る 。  

留 意 点 は 、 中 立 公 正 の 立 場 、 継 続 研 鑽 、 C P D の 実 施 、

若 手 技 術 者 の 育 成 等 で あ る 。  

4 . 2 社 会 の 持 続 可 能 性 か ら 必 要 と な る 要 点 ・ 留 意 点  

 社 会 の 持 続 可 能 性 か ら 必 要 と な る 要 点 は 、 地 球 環 境

保 全 、 S D G s の 目 標 達 成 、 野 生 動 植 物 保 護 、 生 態 系 の

保 全 、 C O 2 排 出 量 削 減 等 で あ る 。  

留 意 点 は 、 地 域 の 環 境 保 全 、 地 域 の 生 態 系 ネ ッ ト ワ

ー ク の 保 全 、 地 域 の 歴 史 ・ 文 化 の 尊 重 等 で あ る 。  

         以 上  


